
１ 
二等辺三角形の 

性質① 

【ねらい】 

定義や定理の意味や役割を理解し，二等辺三角形を定義をもとにし

てかくことができる。 

 

本時の役割について 

 本時は，二等辺三角形の性質や条件等を理解するとともに，図形の判断の根拠を何に

置くのか，その図形の定義は何かということを考える時間である。図形の用語の意味が

はっきりしている必要があることを理解し，辺の長さや角の大きさなどを測定した値を

根拠にして図形を判断できるようにする。 

時間 学 習 活 動 深い学びに迫るための指導 
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＜問題提示＞ 

 

 

 

 
 
 

 

・ア，イ，エ，オが 2 つの辺の長さが等しいので二等辺三角形。 

・2 つの角の大きさが等しいので二等辺三角形だ。 

 

 
 

【定義（二等辺三角形）】2 つの辺が等しい三角形 

 

 
 

＜個人追究・全体交流＞ 

・小学校の時にやったことがある。 

・辺の長さを等しくするために，コンパスが必要だ。 

 

          ① コンパスを使って，底辺ＢＣの両端

から等しい長さを測りとり，印をつ

ける。 

          ② 交わった点とＢＣの両端を結ぶ。 

 

 

 

 

 
 

【定義（頂角）】二等辺三角形の等しい 2 辺の間の角 

【定義（底辺）】二等辺三角形の頂角に対する辺 

【定義（底角）】二等辺三角形の底辺の両端の角 

 

〇教科書の練習問題に取り組む。 

１．導入の工夫 

 辺の長さ，角の大きさが書

かれていない三角形を複数用

意し，生徒が測って三角形を

判断することができるように

する。そこで，「2 つの辺の長

さが等しいこと，2 つの角の大

きさが等しいこと，どちらが

二等辺三角形と判断すること

に必要なのだろう。」と問うこ

とで，図形を判断するために

は，誰もが共通する説明が必

要であるという見通しをもて

るようにする。 

 

２．深い学びに迫る指導 

二等辺三角形を作図するた

めにはコンパスが必要である

ことを理解させるための発問 

 

「二等辺三角形をかくため

に，どうしてコンパスが必要

なの。」と問うことで，二等辺

三角形は 2 つの辺の長さが等

しい三角形であるという理解

を深める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定義をもとに二等辺三角形をかこう。 

【評価規準】〈知識・理解〉 

 定義の意味と役割，二等

辺三角形の定義を理解す

ることができる。知① 

次のア～オのうち，二等辺三角形と

いえるものはどれですか。また，二等

辺三角形であることをどのように判断

しましたか。 
 

定義 … 用語の意味を，はっきりと簡潔に述べたもの 

 



２ 
二等辺三角形の 

性質② 

【ねらい】 

二等辺三角形の 2 つの底角が等しいことや，頂角の二等分線は底辺

を垂直に二等分するという性質は，三角形の合同や，三角形の内角の

和が 180°であることを使うことで証明することができる。 

本時の役割について 

 本時は，二等辺三角形の定義から二等辺三角形の性質を証明する時間である。前単元

で，図形の性質が正しいことを証明するためには補助線をひくことが有効であることを

学習している。本時も補助線をひくことで 2 つの三角形を作り，その 2 つの三角形の合

同を証明することで，二等辺三角形の性質を証明し，理解できるようにする。 

時間 学 習 活 動 深い学びに迫るための指導 
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45 

＜問題提示＞ 

 

 

 
・折ってぴったり重なるから∠B＝∠C 
・△ＡＢＤと△ＡＣＤの合同を証明すれば２つの底角が等しい

と言える。 

 

 

 
＜個人追究・全体交流＞ 
〈証明〉頂角Ａの二等分線をひき， 

底辺ＢＣとの交点をＤとする。 
△ＡＢＤと△ＡＣＤで， 
仮定から，    ＡＢ＝ＡＣ…① 
ＡＤは頂角Ａの二等分線だから， 
       ∠ＢＡＤ＝∠ＣＡＤ…② 
共通な辺だから， ＡＤ＝ＡＤ…③ 
①，②，③から，２組の辺とその間の角がそれぞれ等し
いので，   △ＡＢＤ≡△ＡＣＤ 
対応する角だから，∠Ｂ＝∠Ｃ 

 

 

〇教科書の練習問題に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．導入の工夫 

 画用紙で作成した二等辺三

角形を提示し，頂角の二等分

線で折り曲げたとき，2 つの底

角が重なること，二等辺三角

形が 2 つの三角形に分けられ

ることを視覚的にとらえるこ

とができるようにする。そこ

で，「2 つの底角が等しいこと

を証明するには，この 2 つの

三角形がどんな関係になって

いればよいのかなあ。」と問う

ことで，2 つの三角形が合同を

証明すればよい見通しをもて

るようにする。 

 

２．深い学びに迫る指導 

二等辺三角形が線対称な図

形であることを理解させるた

めの発問 

「頂角の二等分線が垂直二

等分線になるということで，

その直線を対称軸とみること

ができるから，二等辺三角形

はどんな図形と言えるだろう

か。」と問うことで，二等辺三

角形は線対称な図形であるこ

との理解を深める。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三角形の合同を利用して，二等辺三角形の 2 つの底角が等
しいことを証明しよう。 

定理 二等辺三角形の 2 つの底角は等しい。 

 

定理 二等辺三角形の頂角の二等分線は，底辺を垂直に二

等分する。 

前問の証明より，頂角の二等分線は，底辺を垂直に二等分

する性質を確かめる。 

【評価規準】〈知識・理解〉 

 二等辺三角形の中に補

助線をひき，三角形の合同

を利用することで，二等辺

三角形の性質を証明する

ことができる。知② 

二等辺三角形の 2 つの底角が等しいことを証明しよう。 



３ 
二等辺三角形で 

あるための条件 

【ねらい】 

2つの角が等しい三角形が二等辺三角形であることを証明するため

に，補助線として頂角の二等分線をひき，三角形の合同を示せばよい

ことに気付き，それを用いて証明することができる。 

本時の役割について 

 本時は，三角形がどんなときに二等辺三角形になるか条件を見いだす時間である。2

つの角が等しい三角形に着目させて，実測やコンパスなどを活用して調べる活動を通し

て，どんなときでも二等辺三角形になることを証明し，理解できるようにする。 

 
時間 学 習 活 動 深い学びに迫るための指導 
00 
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25 

 

 
35 

＜問題提示＞ 

 

 

 

 
 

・2 つの辺の長さが等しくなった。 

・二等辺三角形になっている。 

 

 

 

＜個人追究・全体交流＞ 

〈証明〉∠Ａの二等分線をひき， 

辺ＢＣとの交点をＤとする。 

△ＡＢＤと△ＡＣＤで， 

仮定から，    ∠Ｂ＝∠Ｃ…① 

ＡＤは∠Ａの二等分線だから， 

       ∠ＢＡＤ＝∠ＣＡＤ…② 

①，②と三角形の内角の和が 180°で等しいことから， 

       ∠ＡＤＢ＝∠ＡＤＣ…③ 

共通な辺だから， ＡＤ＝ＡＤ…④ 

②，③，④から，１組の辺とその両端の角がそれぞれ等

しいので，   △ＡＢＤ≡△ＡＣＤ 

対応する辺だから，ＡＢ＝ＡＣ 

したがって，２つの角が等しい三角形は，２つの辺が等

しい。 

 

・∠Ａの二等分線をひいたのは，合同な２つの三角形を作るた

めだったんだ。 

 

 

 

１．導入の工夫 

 全員がそれぞれ違った 2 つ

の角の等しい三角形をかくこ

とで，かいたどんな三角形で

も二等辺三角形になることに

気付くことができるようにす

る。そこで，「全員が違う三角

形をかいたはずだから，2 つの

角が等しい三角形は二等辺三

角形になりそうだけど，なぜ

なのだろうか。」と問うこと

で，辺の長さが等しいことを

いうために，合同な 2 つの三

角形が必要で，その証明をし

なければならない見通しをも

てるようにする。 

 

 

２．深い学びに迫る指導 

∠Ａの二等分線が補助線と

して必要であることを理解さ

せるための発問 

「なぜ，最初に∠Ａの二等

分線がないと 2つの辺の長さ

が等しいということはできな

いのか。」と問うことで，2つ

の辺の長さが等しいというた

めには，合同な 2つの三角形

が必要であったという理解を

深める。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

∠B＝∠C ならば，△ABC は二等辺三角形といえるか証明
しよう。 

定理 ２つの角が等しい三角形は二等辺三角形である。 

【評価規準】 
〈思考・判断・表現〉 

 ２つの角が等しい三角形
が二等辺三角形であること
を，補助線をひき，三角形
の合同条件を使えば証明が
できると考えている。 

思① 

分度器を使って，2 つの角の等しい三角形

をかいてみよう。辺の長さについてどのよう

なことがいえるだろうか。 
 

 



４ 逆 

【ねらい】 

二等辺三角形についての 2 つの命題から，仮定と結論が入れ替わっ

ている命題はお互いに逆であると理解し，その真偽についても確かめ

ることができる。 

本時の役割について 

 本時は，前時までに学習した二等辺三角形の性質，二等辺三角形であるための条件を

命題として取り上げ，この 2 つは仮定と結論が入れ替わっていることに気付かせ，その

真偽を確かめる時間である。そこで，真の命題の逆も必ず真であるのか考え，真でなけ

れば反例を 1 つ挙げなければならないことを理解できるようにする。 

時間 学 習 活 動 深い学びに迫るための指導 
00 
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30 

＜問題提示＞ 

 

 

 
 

・アは，二等辺三角形の性質で成り立つ。 

・イも，前回の学習で成り立つことを証明した。 

・仮定と結論が入れ替わっているけど，どちらも成り立つ。 

 

 

 

 

 

 

＜個人追究・全体交流＞ 

「x＝2，y＝3 ならば，x＋y＝5 である。」 ⇒ 成り立つ 

 逆 

「x＋y＝5 ならば，x＝2，y＝3 である。」 ⇒ 成り立たない 

・x＝3，y＝2 でも成り立つ。 

・x＝－2，y＝7 でも成り立つ。 

・小数や分数でも成り立つ数がある。 

 

 結論を満たしていないものを反例という。 

・成り立たない場合は，必ず反例を示さなければならない。 

・あることがらが成り立っても，その逆が成り立つとは限らな

い。 

 

〇教科書の練習問題に取り組む。 

１．導入の工夫 

 1 つの二等辺三角形を提示

し，その二等辺三角形につい

ての 2 つの命題を提示し，仮

定と結論が入れ替わっている

ことに気付くことができるよ

うにする。 

そこで，「この 2 つの命題は

どちらも成り立つけれど，ど

んな命題でも仮定と結論が入

れ替わった逆は，必ず成り立

つのだろうか。」と問うこと

で，これまで学習してきた

様々な内容で逆が成り立つか

どうか確かめていく見通しを

もてるようにする。 

 

２．深い学びに迫る指導 

逆が成り立たないときの反

例を示さなければならないた

めの発問 

「底辺と高さが同じ数の三

角形ならば面積は必ず等しく

なる。だから必ず合同になる

のではないのか。」と問うこと

で，底辺と高さが等しい数の

直角三角形とそうでない三角

形があるから必ず合同でなく

てもよいことを理解すること

ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仮定と結論を入れ替えた「逆」は必ず成り立つのだろうか。 

【評価規準】〈知識・理解〉 

 逆は仮定と結論が入れ替

わった命題であることを理

解し，その真偽を確かめる

ことができる。知③ 

次のア，イのことがらについて成り立つか調べよう。 

ア 「△ABC で，AB=AC ならば，∠B＝∠C である。」 

イ 「△ABC で，∠B＝∠C ならば，AB=AC である。」 

「a ならば，b」⇔「b ならば，a」 

仮定と結論が入れ替わったことがらを，逆という。 

 



５ 正三角形 

【ねらい】 

正三角形の定義と性質を理解し，二等辺三角形の底角が等しいこと

を利用して，3つの角の大きさが等しいことを理解することができる。 

 

本時の役割について 

 本時は，正三角形を二等辺三角形の特別なものとみて，正三角形の 3 つの角が等しい

ことを証明し，理解する時間である。これまで角の大きさが等しいことは合同を利用し

てきたが，二等辺三角形の底角が等しいことを利用すれば，1 つの正三角形のみで 3 つ

の角が等しいことを証明することができることを理解できるようにする。 

時間 学 習 活 動 深い学びに迫るための指導 
00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
15 

 

 

 

 

 

 

 

 
45 

＜問題提示＞ 

 

 

 

 

 

 

・正三角形は 3 つの辺の長さがすべて等しい。 

・3 つの角の大きさもすべて等しく，60°。 
 

【定義（正三角形）】3 つの辺が等しい三角形 

 

「正三角形は二等辺三角形の特別な三角形である。」 

 
 

 
 

 
 

＜個人追究・全体交流＞ 

・仮定 ： △ABC は正三角形 AB＝BC＝CA 

・結論 ： 3 つの角の大きさが等しい∠A＝∠B＝∠C 

 

〈証明〉△ABC で， 

    AB＝AC だから，∠B＝∠C …① 

    AB＝BC だから，∠A＝∠C …② 

    ①，②より，∠A＝∠B＝∠C 

 

 

 

 

〇教科書の練習問題に取り組む。 

１．導入の工夫 

 正三角形は全員がそれぞれ

違った 2 つの角の等しい三角

形をかくことで，かいたどん

な三角形でも二等辺三角形に

なることに気付くことができ

るようにする。 

そこで，「正三角形は 3 つの

辺が等しいことは定義で明ら

かだけど，3 つの角が等しいの

はなぜなのか。」と問うこと

で，3 つの辺の長さが等しいこ

とを仮定として，3 つの角が等

しいことを証明しなければな

らないという見通しをもてる

ようにする。 

 

２．深い学びに迫る指導 

三角形の合同を利用しなく

ても角の大きさが等しいこと

を説明できることを理解させ

るための発問 

「今までは角の大きさが等

しいときは合同を利用したけ

ど，今回は何を利用して角の

大きさが等しいと言えたのだ

ろうか。」と問うことで，二等

辺三角形の底角が等しいとい

う性質を利用した，と理解で

きるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正三角形の 3 つの角の大きさはなぜ等しいのだろう。 

定理 正三角形の 3 つの角は等しい。 

【評価規準】〈知識・理解〉 

 正三角形ならば，３つの

角が等しいことを証明し，

理解することができる。 

知② 

正三角形の３つの角が等しいことを証明しよう。 

（１）証明することがらの仮定

と結論を，右の図を使って

いいなさい。 

（２）証明しなさい。 

 
 

二等辺三角形 

正三角形 



６ 
直角三角形の 

合同条件① 

【ねらい】 

直角三角形の合同を証明することを通して，三角形の合同条件をも

とにして考えればよいことに気付き，直角三角形の合同条件を導くこ

とができる。 

本時の役割について 

 本時は，直角三角形の合同条件を見いだす時間である。直角三角形は 1 つの角が直角

であることから，対応する角がすでに 1 組それぞれ等しくなる。直角と斜辺に着目し，

これまでに学習してきた三角形の合同条件をもとにして，より少ない条件で簡潔に判断

できることを証明して理解できるようにする。 
時間 学 習 活 動 深い学びに迫るための指導 
00 
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15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30 

 

 
40 

 

 

＜問題提示＞ 

 

 

 

 
 

・２つの直角三角形は合同だと思う。 

・でも，これまでの三角形の合同条件には当てはまらない。 

【定義（直辺三角形）】1 つの角が直角である三角形 

 

 

 

＜個人追究・全体交流＞ 

図形 ABCE について， 

  ∠C＝∠F＝90° 

 仮定より，AB=AE 

 よって，図形 ABCE は二等辺三角形 

〈証明〉△ABC と△AEC で， 

    仮定より，∠B＝∠E…① 

    ∠BAC＝180°－(∠B＋90°) …② 

    ∠EAC＝180°－(∠E＋90°) …③ 

    ②，③より，∠BAC＝∠EAC …④ 

    共通な辺だから，AC＝AC …⑤ 

    ①，④，⑤より， 

    2 組の辺とその間の角がそれぞれ等しいので 

    △ABC≡△AEC 

【定義（斜辺）】直角に対する辺 

【定義（鋭角）】0°より大きく 90°より小さい角 

【定義（鈍角）】90°より大きく 180°より小さい角 

 

 

 

  

１．導入の工夫 

 画用紙で作ったぴったり重

ねることができる 2 つの直角

三角形を提示し，あらかじめ

分かっていることをすべて書

き出す。そこで，「三角形の合

同条件に当てはまらないの

に，この 2 つの直角三角形は

本当に合同なのか。」と問うこ

とで，2 つの直角三角形が合同

であるというためには，これ

までと違う条件があって，そ

の証明をしなければならない

見通しをもてるようにする。 

 

２．深い学びに迫る指導 

直角三角形の合同条件を導

くための発問 

「2 つの直角三角形が合同

であるというためには，どの

辺や角がそれぞれ等しいとい

う条件が必要なのか。」と問う

ことで，直角三角形の合同条

件を導くことができるように

する。 

  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

2 つの直角三角形が合同であるためには，どのような条件
が必要なのだろう。 

【評価規準】〈知識・理解〉 

 直角三角形の合同条件

を導き出し，理解すること

ができる。知① 

 

 △ABC と△DEF で，∠C＝∠F＝90°， 

AB＝DE，AC＝DF である。

このとき，2 つの直角三角形が

合同であることを調べよう。 

 
 

直角三角形の合同条件 

１ 斜辺と他の 1 辺がそれぞれ等しい。 

２ 斜辺と 1 鋭角がそれぞれ等しい。 

 

 

 



７ 
直角三角形の 

合同条件② 

【ねらい】 

図形の性質を証明することを通して，その図形の中にふくまれる直

角三角形の辺や角に着目すればよいことに気付き，直角三角形の合同

条件を使って証明することができる。 

本時の役割について 

 本時は，第 1 学年の「平面の図形」で学習した角の二等分線を問題として扱い，作図

で学習した図形の性質を演繹的に証明する時間である。今回は，着目する 2 つの三角形

が直角三角形であることに気付かせ，前時に学習した直角三角形の合同条件を使って証

明できるようにする。 

時間 学 習 活 動 深い学びに迫るための指導 
00 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

07 

 

 

 

 

 

 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35 

 

 

40 

＜問題提示＞ 

 

 

 

 

 
 

・角の二等分線は，角をつくる 2 辺から等しい距離にある点の

集合だった。 

・直角三角形の合同が使えそうだ。 
 

 

 

 

＜個人追究・全体交流＞ 

・仮定 ： ∠PAO＝∠PBO＝90° 

      ∠POA＝∠POB 

・結論 ： PA=PB 

〈証明〉△PAO と△PBO で， 

    仮定から，∠POA＝∠POB …① 

    PA，PB は，それぞれ点 P と OX，

OY との距離にあたる線分なので， 

    ∠PAO＝∠PBO＝90° …② 

    共通な辺だから，OP＝OP …③ 

    ①，②，③から，斜辺と 1 鋭角がそれぞれ等しいので， 

    △PAO≡△PBO 

    合同な図形の対応する辺だから，PA＝PB 

    したがって，∠XOY の二等分線上の点 P は，半直線

OX，OY までの距離が等しい。 

〇教科書の練習問題に取り組む。 

 「∠XOY をつくる半直線 OX，OY までの距離が等しい点 P

は，∠XOY の二等分線上にある」 

 

１．導入の工夫 

 これまで角の二等分線は，

コンパス操作から「3 組の辺が

それぞれ等しい。」を利用して

証明したことを実際に作図し

て想起させる。そこで，「今回

の図形とこれまでの図形では

何が違うのか。」と問うこと

で，今回の図形は，2 つの三角

形が直角三角形であることに

気付き，直角三角形の合同条

件を使えばよいという見通し

をもてるようにする。 

 

２．深い学びに迫る指導 

角の二等分線の意味を理解

させるための発問 

「角の内部にできる点で，

角をつくる 2 辺と等しい距離

にある場合，角の二等分線上

になるのはなぜだろうか。」と

問うことで，例題とほとんど

同じ証明で，合同条件が「斜

辺と他の 1 辺がそれぞれ等し

い」を使えばよいと考えるこ

とができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ たしかめよう  
 

 

 

 

 

 

【評価規準】〈知識・理解〉 

 直角三角形の合同条件

を用いて，図形の性質を証

明することができている。 

知⑤ 

角の二等分線上の点 P は，角をつくる 2 辺からの距離が等

しいことを確かめよう。 

 １年生では，∠XOY の二等分線上の点は，

2 つの半直線 OX，OY までの距離が等しい

ことを学んだ。このことを証明しよう。 
 

  

 



９ 
平行四辺形の 

性質① 

【ねらい】 

平行四辺形の定義を知り，その定義に基づいて平行四辺形をかくこ

とを通して，平行四辺形の性質を見いだし，それらを証明することが

できる。 

本時の役割について 

 本時は，小学校第４学年で学習した平行四辺形の性質を，改めて確認していく時間で

ある。これらの性質がいつでも成り立つことを演繹的に証明し，定理として積み上げて

いくことが目的である。性質をまとめ，特に２組の対辺はそれぞれ等しいことを平行線

の性質や三角形の合同条件を使って証明できるようにする。 

時間 学 習 活 動 深い学びに迫るための指導 
00 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35 

＜問題提示＞ 

 

 

 

 

 
 

・３つとも平行四辺形になっている。 

・向かい合っている辺の長さや角の大きさが等しい。 
 

 

 

【定義（対辺）】四角形の向かい合う辺 

【定義（対角）】四角形の向かい合う角 

【定義（平行四辺形）】２組の対辺がそれぞれ平行な四角形 

 

 

 

 

＜個人追究・全体交流＞ 

「平行四辺形の２組の対辺はそれぞれ等しい」 

・仮定 ： AB//DC，BC//AD 

・結論 ： AB＝CD ，BC＝DA 
 

〈証明〉右の図の ABCD で，対角線 AC をひく。 

    △ABC と△CDA で， 

    平行線の錯角だから， 

      ∠BAC＝∠DCA …① 

      ∠ACB＝∠CAD …② 

    共通な辺だから，AC＝CA …③ 

    ①，②，③から，１組の辺とその両端の角がそれぞれ

等しいので，△ABC≡△CDA 

    対応する辺だから，AB＝CD，BC＝DA 

    したがって，平行四辺形の２組の対辺はそれぞれ等し

い。 

〇教科書の練習問題に取り組む。 

１．導入の工夫 

 最初に四角形の対辺と対角

について定義しているので，

辺の長さや角の大きさを調

べ，長さが等しいことや角の

大きさが等しいことがすぐに

理解できることが想定され

る。そこで，「２つの対角線を

ひき，交点で分けられた線分

の長さについて何か言えるこ

とはないだろうか。」と問うこ

とで，対角線に着目し，交点

がそれぞれの中点になってい

ることに気付くことができる

ようにする。 

 

２．深い学びに迫る指導 

平行線の錯角を利用するこ

とで，三角形の合同条件を使

うことができることを理解さ

せるための発問 

「平行四辺形の対角線を 1

本ひくと等しい大きさの角が

できるよね。」と問うことで，

三角形の合同条件が使えて対

応する辺が等しいことから結

論がいえると理解できるよう

にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【評価規準】〈知識・理解〉 

 平行四辺形の性質１を

三角形の合同条件を使っ

て証明することができて

いる。知② 

平行四辺形の意味を理解し，性質を確かめよう。 

１ 平行四辺形の 2 組の対辺はそれぞれ等しい 

２ 平行四辺形の 2 組の対角はそれぞれ等しい 

３ 平行四辺形の 2 つの対角線はそれぞれの中点で交わる 

 

 

リボンを重ねてみよう。どんな四角形ができるだろうか。

また，３つの四角形の共通する特徴を調べてみよう。 



10 
平行四辺形の 

性質② 

【ねらい】 

平行四辺形の性質を用いて，その図形の中にある辺の長さや角の大

きさを計算で求めたり，平行線に関わる新たなことがらを証明したり

することができる。 

本時の役割について 

 本時は，前時に学習した平行四辺形の性質から，辺の長さや角の大きさを計算で求め

たり，平行四辺形の中にできる辺の長さを証明したりする時間である。これまで等しい

辺の長さを証明するためには三角形の合同を利用してきたが，それ以外にも，平行四辺

形の性質を用いても証明することができることを理解できるようにする。 

時間 学 習 活 動 深い学びに迫るための指導 
00 

 

 

 

 

 
 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
40 
 

 

＜平行四辺形の性質の確認＞ 

 

 

 
 
 

 

＜問題提示＞ 

 

 

 

 

 

 

・ 

・辺の長さが等しいというためには，三角形の合同が必要だ。 

・平行四辺形の性質を使えば，三角形の合同がいえそうだ。 
 

 

 

 

＜個人追究・全体交流＞ 

〈証明〉△AOP と△COQ について 

平行四辺形の対角線はそれぞれの

中点で交わるので，AO＝CO…① 

対頂角より，∠AOP＝∠COQ…② 

平行線の錯角より，∠OAP＝∠OCQ…③ 

①，②，③より，１組とその両端の角がそれぞれ等しい

ので，△AOP≡△COQ 

合同な三角形の対応する辺は等しいので， 

OP＝OQ 

〇教科書の練習問題に取り組む。 
 

 

 

１．導入の工夫 

 画用紙で作成した二等辺三

角形を提示し，頂角の二等分

線で折り曲げたとき，2 つの底

角が重なること，二等辺三角

形が 2 つの三角形に分けられ

ることを視覚的にとらえるこ

とができるようにする。そこ

で，「この図の中のどの 2 つ三

角形が合同と言うことができ

ればOP＝OQが証明できるの

だろう。」と問うことで，合同

を証明すればよい 2 つの三角

形を見つけることができるよ

うにする。 

 

２．深い学びに迫る指導 

平行四辺形は対角線の交点

を対称の中心とする点対称な

図形であることを理解させる

ための発問 

「点 P が辺 AD 上にあっても

OP＝OQ になるのだろうか。」

と問うことで，点 P がどこに

あっても証明は変わらないこ

とを理解し，必ず OP＝OQ に

なることを理解する。そして，

平行四辺形は，対称の中心と

対応する点までの距離が等し

いという点対称な図形である

ことの理解を深める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平行四辺形の性質を利用して辺の長さが等しいことを証明
しよう。 

１ 平行四辺形の 2 組の対辺はそれぞれ等しい 

２ 平行四辺形の 2 組の対角はそれぞれ等しい 

３ 平行四辺形の 2 つの対角線はそれぞれの中点で交わる 

右の図の ABCD で，2 つの対角線

の交点 O を通る直線ℓをひき，辺 AB，

DC との交点をそれぞれ P，Q とする。

このとき， 

OP＝OQ 

であることを証明しよう。 
 

 

【評価規準】 
〈思考・判断・表現〉 

 平行四辺形の性質を利用
することで，三角形の合同
や図形の中にある辺の長さ
が等しいことも証明するこ
とができることを理解して
いる。思① 



11 
平行四辺形である

ための条件① 

【ねらい】 

四角形が平行四辺形であるための条件は，平行四辺形の性質の定理

の逆を考えたときの仮定に相当することに気付き，平行四辺形の定理

の逆を証明することができる。 

本時の役割について 

 本時は，前時までに学習した平行四辺形の性質（定理）の逆が成り立つことを証明す

る時間である。平行四辺形であることを示すためには，２組の対辺がそれぞれ平行にな

っていなければならないので，平行線であるための条件である同位角や錯角が等しいこ

とを言うために三角形の合同を利用して証明することができるようにする。 

時間 学 習 活 動 深い学びに迫るための指導 
00 

 

 

 

 

 
 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30 

 

 

40 

＜問題提示＞ 

 

 

 

・２組の対辺がそれぞれ平行であることを確かめればよい。 

・三角形の合同を使うのかなあ。 
 

 

 

 

＜個人追究・全体交流＞ 

・仮定 ： AB＝DC，BC＝AD 

・結論 ： 四角形 ABCD は平行四辺形 
 

〈証明〉対角線 AC をひく。 

    △ABC と△CDA で， 

    仮定から，AB＝DC …① 

         BC＝DA …② 

    共通な辺だから，AC＝CA …③ 

    ①，②，③から，3 組の辺がそれぞれ等しいので， 

△ABC≡△CDA 

    対応する角だから，∠BAC＝∠DCA 

    錯角が等しいので，AB//DC 

    同様にして，   BC//AD 

    したがって，２組の対辺がそれぞれ等しい四角形は，

平行四辺形である 

＜問題提示＞ 

 

 
 

〇教科書の練習問題に取り組む。 
 

１．導入の工夫 

 定理の逆を証明するときに

は，必ず既習の定理の証明の

流れが解決の糸口になること

を想起できるようにする。そ

こで，「2 組の対辺が等しい四

角形の対角線をひくと 2 つに

分けられた三角形は合同なの

か。」と問うことで，等しい辺

の長さが 3 組あることに気付

き，三角形の合同を証明すれ

ばよいと見通しをもつことが

できるようにする。 

 

２．深い学びに迫る指導 

２直線が平行であることの

証明は，同位角や錯角が等し

いことを言えばよいことを理

解させるための発問 

「２直線が平行であるために

は，何が等しいことが分かれ

ばよいのだろうか。」と問うこ

とで，同位角や錯角が等しい

ときに２直線は平行であると

いえることを確かめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価規準】〈知識・理解〉 

 平行四辺形であるための

条件に関心をもち，それを

証明しようとしたり，利用

しようとしたりする。知① 

四角形 ABCD が平行四辺形であるための条件とはどのよ
うなものがあるだろう。 

「２組の対辺がそれぞれ等しい四角形は，平行四辺形であ

る」といえそうである。このことを証明しよう。 

「２組の対角がそれぞれ等しい四角形は，平行四辺形であ

る」といえそうである。このことを証明しよう。 

 



12 
平行四辺形である

ための条件② 

【ねらい】 

 １組の対辺が平行で等しい四角形が平行四辺形であることに気付

き，そのことを証明し，平行四辺形であるための条件を活用して問題

を解くことができる。 

本時の役割について 

 本時は，前時で学習した平行四辺形の定理の逆以外にも「１組の対辺が平行で等しい」

ことが言えれば平行四辺形であることを証明し，平行四辺形であるための条件をまとめ

る時間である。また，問題図をかくことも要求されるので，問題文の条件を１つずつ読

みながら，図をかいていくという作業もできるようにする。 

時間 学 習 活 動 深い学びに迫るための指導 
00 

 

 

 

 

 

 
 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35 

＜平行四辺形であるための条件４を証明する＞ 

〈証明〉対角線 AC をひく。△ABC≡△CDA 

     ・BC＝DA（仮定），・CA＝CA（共通な辺） 

・∠BCA＝∠DAC（平行線の錯角） 

    錯角∠BAC＝∠DCA なので，AB//DC 

    ２組の対辺がそれぞれ平行な四角形であるから平行

四辺形である。 
 

＜平行四辺形であるための条件＞ 

 

 

 

 

 

 
 

＜問題提示＞ 

 

 

 

 

 

 

・「平行四辺形であるための条件」のどれかを使えばよい。 
 

 

 
 

＜個人追究・全体交流＞ 

〈証明〉平行四辺形の対角線だから， 

OA＝OC…① ，OB＝OD…② 

仮定から，BE＝DF…③ 

②，③から，OB－BE＝OD－DF だから，OE＝OF…④ 

①，④から，２つの対角線がそれぞれの中点で交わるの

で，四角形 AECF は平行四辺形である。 

〇教科書の練習問題に取り組む。 

１．導入の工夫 

・平行四辺形であるための条

件４を生徒ともに考えて証

明を行う。 

・「平行四辺形の対角線をひい

て三角形の合同が言える

と，対辺が平行であること

が言えるかなあ。」と問うこ

とで，錯角が等しくなれば，

対辺が平行になるという見

通しをもてるようにする。 

 

２．深い学びに迫る指導 

場面に応じた平行四辺形で

あるための条件を使うことを

理解させるための発問 

「２つの対角線が等しいこ

とと，対角線の一部が等しい

ことで，残りの長さはどうな

っているのか。」と問うこと

で，等しい長さから別の等し

い長さをひいても残りも等し

くなることを理解する。そし

て，場面に応じた平行四辺形

であるための条件を使うこと

で証明できるという理解を深

める。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価規準】〈知識・理解〉 
 場面に応じた平行四辺
形であるための条件をつ
かうことによって，四角形
が平行四辺形であること
を証明することができる。 

知② 

平行四辺形であるための条件に当てはまるどうかで四角形
を判断しよう。 

定義 四角形は，次のどれかが成り立つとき平行四辺形で

ある。 

１ ２組の対辺がそれぞれ等しい。 

２ ２組の対角はそれぞれ等しい。 

３ ２つの対角線はそれぞれの中点で交わる。 

４ １組の対辺が平行で等しい。 

 ABCD で，対角線の交点を O とし，対角線 BD 上に BE

＝DF である２点 E，F をとる。 

このとき，四角形 AECF が平行四辺形であることを証明

しなさい。 



13 
特別な 

平行四辺形① 

【ねらい】 

ひし形，長方形，正方形の定義を理解し，平行四辺形をもとにした

包摂関係に関心をもち，それぞれの四角形の性質を証明することがで

きる。 

本時の役割について 

 本時は，ひし形，長方形，正方形などの特別な四角形について定義を理解する。また，

その性質を調べていく時間である。それらの図形の辺の長さや角の大きさを調べること

で，平行四辺形の性質にあてはまることを証明し，平行四辺形の特別な場合であるとい

う包摂関係を理解できるようにする。 

時間 学 習 活 動 深い学びに迫るための指導 
00 

 

 

 
 

07 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 
25 

 

 

 

 

 
35 

 

 

 

 

 

45 

＜ひし形，長方形，正方形の定義の確認＞ 

 

 

 
 

＜問題提示＞ 

 
 

・形も性質も似ている。 

・定義や性質を使って証明するのかなあ。 

・平行四辺形であるための条件が４つあった。 
 

 

 

 

＜個人追究・全体交流＞ 

・ひし形は４つの辺の長さが等しいので，２組の対辺がそれぞ

れ等しいので，平行四辺形であるといえそうだ。 

・長方形は４つの角の大きさが等しいので，２組の対角がそれ

ぞれ等しいので，平行四辺形であるといえそうだ。 

・正方形は２組の対辺も２組の対角もそれぞれ等しいので，平

行四辺形であるといえそうだ。 

・正方形は長方形とひし形の両方の性質をもちあわせている。 

○ひし形，長方形，正方形の２組の対辺がそれぞれ平行である

ことを確認し，ベン図にまとめる。 

 

 

 

 

 
 

〈証明〉①△ABO≡△ADO であることを示す。 

    ②AC⊥BD であることを示す。 

〇教科書の練習問題に取り組む。 

１．導入の工夫 

 画用紙で作成したひし形，

長方形，正方形をそれぞれ数

枚提示し，定義に必要な辺の

長さ，角の大きさが等しいこ

とを視覚的にとらえることが

できるようにする。そこで，

「ひし形に平行四辺形の性質

がすべてあれば，平行四辺形

といってもよいのかなあ。」と

問うことで，ひし形と平行四

辺形の性質をそれぞれ考えて

いく見通しをもてるようにす

る。 

 

２．深い学びに迫る指導 

正方形はひし形，長方形と

の包摂関係を理解させるため

の発問 

「どうして正方形は，ひし

形と長方形の間に位置付けら

れているのか。」と問うこと

で，正方形は，4 つの辺と 4

つの角がすべて等しいという

性質が両方ある図形であるこ

との理解を深める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価規準】〈知識・理解〉 

 平行四辺形，ひし形，長

方形，正方形の包摂関係に

関心をもち，ひし形，長方

形，正方形は平行四辺形の

特別なものであることを性

質をもとに調べている。 

知④ 

「ひし形は平行四辺形である」理由を定義，性質をもとに

考えよう。 

ひし形，長方形，正方形は平行四辺形の特別なものである。 

ひし形 ： 4 つの辺が等しい四角形 

長方形 ： 4 つの角が等しい四角形 

正方形 ： 4 つの辺が等しく，4 つの角が等しい四角形 

「ひし形は平行四辺形である」ことを証明しなさい。 

ひし形の２つの対角線は垂直である。この

ことを，右図のひし形 ABCD を使って証明し

よう。  



14 
特別な 

平行四辺形② 

【ねらい】 

いろいろな四角形の 2 つの対角線の長さや交わり方を調べることを通

して，正方形は平行四辺形，ひし形，長方形のすべての性質を持ち合わ

せていることに気付き，四角形の相互関係を理解することができる。 

本時の役割について 

 本時は，前時の続きで，平行四辺形の性質の「2 つの対角線はそれぞれの中点で交わ

る」ことを確かめ，対角線の長さや位置関係に着目して調べ，四角形の性質をより深く

理解していく時間である。実際に辺の長さや角の大きさを測らせ，表を作成してまとめ，

理解を深めていくことができるようにする。 

時間 学 習 活 動 深い学びに迫るための指導 
00 

 

 

 
 

 

 

07 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 
25 

 

 

 

 

 
35 

 

 

 

40 

＜問題提示＞ 

 
 

 

・定義や性質を使って証明するのか。 

・平行四辺形であるための条件が４つあった。 
 

 

 

 

＜個人追究・全体交流＞ 

四角形 
それぞれの 

中点で交わる 
長さが等しい 垂直に交わる 

平行四辺形 ○ × × 

ひし形 ○ × ○ 

長方形 ○ ○ × 

正方形 ○ ○ ○ 
 

 

＜問題提示＞ 
 

 

 
 

〈証明〉平行四辺形ＡＢＣＤで，AB=BC とする。 

    平行四辺形の性質から AB=DC，BC=AD…① 

    仮定から      AB=BC     …② 

    ①，②から，    AB=BC=DC=AD …③ 

    ③から，平行四辺形はひし形である。 

    したがって，1 組のとなり合う辺を等しくすると，  

その平行四辺形はひし形である。 
 

〇教科書の練習問題に取り組む。 
 

１．導入の工夫 

 生徒一人一人に方眼紙を用

意し，任意の平行四辺形，ひ

し形，長方形，正方形を素早

くかくことができるようにす

る。そこで，「これら 4 つの四

角形の対角線にはどのような

特徴があるのだろう。」と問う

ことで，長さやどのように交

わっているか位置関係を調べ

ていく見通しをもてるように

する。 

 

２．深い学びに迫る指導 

正方形は，平行四辺形，ひ

し形，長方形のすべての性質

があることを理解させるため

の発問 

「どうして正方形は，ひし形

と長方形の間に位置付けられ

ているのかなあ。」と問うこと

で，正方形は，4 つの辺と 4

つの角がすべて等しいという

性質が両方ある図形であるこ

との理解を深める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価規準】 
〈思考・判断・表現〉 

 平行四辺形，ひし形，長
方形，正方形の包摂関係に
関心をもち，ひし形，長方
形，正方形は平行四辺形の
特別なものであることを性
質をもとに調べている。 

思① 

対角線の長さや位置関係に着目して，4 つの四角形の関係

について調べよう。 

平行四辺形，ひし形，長方形，正方形の対角線について調

べよう。 

平行四辺形で，1 組のとなり合う辺を等しくすると，その平

行四辺形はひし形となる。 



15 平行線と面積 

【ねらい】 

図形の面積の比を考えたり，面積を変えないで図形を変形させたりす

る問題を通して，平行線間の距離は等しく，平行線間で共通な辺をもつ

三角形は高さが等しく，面積も等しくなることを理解することができる。 

本時の役割について 

 本時は，平行線間の距離に着目して，平行線間にできる三角形は高さが等しくなるの

で，底辺の比が面積の比になることに気付くことができることが大切である。このこと

から，２つの図形の面積の比を求めたり，面積を変えないで図形を変形させたりするこ

とができるようにする。 

時間 学 習 活 動 深い学びに迫るための指導 
00 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 
15 

 

 

 

 

 
35 

 

 

 

40 

＜面積が等しい三角形を見付ける＞ 

・△ＡＢＯと△ＣＤＯ，△ＡＯＤと  

△ＣＯＤは合同な三角形だから面積

が等しい。 

・△ＡＢＣと△ＤＢＣは，底辺ＢＣが共

通で，高さが等しいから面積は同じ。 

 

・底辺ＢＣが共通で，平行な２直線の距離

はどこでも等しくｈ＝ｈ′だから，  

△ＡＢＣと△Ａ′ＢＣの面積は等しい。 
底辺が共通で高さが等しいときは面積が等しい。 

＜問題提示＞ 

  
 

 

 

・高さを同じにするから，底辺と平行な直線も必要だ。 
 

 

 

＜個人追究・全体交流＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

〇教科書の練習問題に取り組む。 

１．導入の工夫 

 画用紙で作成したひし形，

長方形，正方形をそれぞれ数

枚提示し，定義に必要な辺の

長さ，角の大きさが等しいこ

とを視覚的にとらえることが

できるようにする。そこで，

「ひし形に平行四辺形の性質

がすべてあれば，平行四辺形

といってもよいのか。」と問う

ことで，ひし形と平行四辺形

の性質をそれぞれ考えていく

見通しをもてるようにする。 

 

 

２．深い学びに迫る指導 

いろいろな見方で図形を見

るための発問 

「他のかき方はないだろう

か。」と問うことで，違う平行

線をかいても面積が等しくな

ることに気付かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16 たしかめよう  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価規準】 
〈思考・判断・表現〉 

 面積が等しい三角形を
見いだすために，底辺やそ
の底辺と平行な直線を見
つけたり，ひいたりするこ
とができる。思② 

平行線を利用して，面積を変えずに図形を変形させよう。 

右の図のような四角形を，その面積を変えな

いで三角形にしたい。どのようにすればよいか

を考えよう。  

 

 

 

 

 
 

 

頂点 A と頂点 C を結び，△ACD を作る。 

底辺を AC として頂点 D を通る平行な  

直線をひく。線分 BC を C の方向に延長

して平行に引いた直線との交点をEとし，

頂点 A と点 E を結び， 

△ADC＝△AEC となる。 

四角形 ABCD＝△ABC＋△ADC 

＝△ABC＋△AEC 

＝△ABE 

よって，四角形 ABCD=△ABE 

 

 

 



17 
動き方のしくみを調べ

よう 

【ねらい】 

日常の場面のなかにある図形について調べることを通して，今

までの学習した図形の性質や証明ができることに気付き，三角形

や四角形の性質を利用して考察することができる。 

本時の役割について 

 本時は，本単元の出口の学習内容である。既習事項と関わらせながら，日常の場面の

なかにある図形の性質を見いだし，証明することで，より確かなものにしていくことが

大切である。三角形の合同条件が使えることや，ブランコの移動から平行四辺形の性質

が使えることを見抜き，考察することができる。 

時間 学 習 活 動 深い学びに迫るための指導 
00 

 

 

 
 

 

 

 

07 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40 

＜遊園地にある乗り物について地面と床について考える＞ 

 

 

 

・乗り物がどこの位置になっても水平だ。 

・乗り物の床と地面はいつでも平行になっている。 
 

 
 

 

＜個人追究・全体交流＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

〇教科書の練習問題に取り組む。 

１．導入の工夫 

 遊園地にある乗り物の床が

様々な位置にある場面の絵を

用意することで，隠れている

平行四辺形を視覚的にとらえ

ることができるようにする。

そこで，「どの絵にも四角形が

あるけど，どんな四角形が隠

れているか分かるか。」と問う

ことで，平行四辺形を見付け

ることができるようにする。 

 

 

２．深い学びに迫る指導 

横の１辺を共有している長

方形と平行四辺形の横の辺が

平行であることを理解させる

ための発問 

「四角形 ABFE が平行四辺形

であることは分かったけど，

それで，どうしていつでも乗

り物の床（AF）と地面（CD）

が平行だと言えるのか。」と問

うことで，「A//B，B//C ならば

A//C」であることの理解を深

める。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

18 ５章をふり返ろう  
 

 

 

【評価規準】 

〈思考・判断・表現〉 

 日常の場面のなかにあ

る図形の性質について，既

習事項の何を活用すれば

よいかを判断して証明す

ることができる。思② 

どうして乗り物の床と地面がいつでも平行になっているの

だろう。 

 

 

この乗り物は，左の図で，次の①～

④が成り立つように造られているも

のとする。 

AB=FE…①  AF=BE…② 

BC=ED…③  

∠BCD＝∠EDC＝90°…④ 

 

①②より，2 組の対辺がそれぞれ等しいので四角形 ABEF

は平行四辺形…⑤ 

③④より，1 組の対辺が平行で長さが等しいので四角形

BCDE は平行四辺形…⑥ 

⑤⑥より AF//BE，BE//CD なので，AF//CD 

したがって，乗り物の床と地面は常に平行である。 

左の図も，同様の証明で AF//CD 


